
令和７年度技術士第二次試験問題 [建設部門] 

 

９ 建設部門【必須科目Ⅰ】 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１,Ⅰ－２）のうち１問題を選び回答せよ。（解答問題番号を明記し、

答案用紙３枚を用いてまとめよ。） 

 

 Ⅰ－１ 2030 年度までに温室効果ガスの排出を 46％削減（2013 年度比）するため、建築

分野では令和７年４月から全ての新築住宅・非住宅への省エネ基準の適合が義務化され

た。都市分野においても、CO2 の吸収源としての役割を担う自然環境の保全、再興を推

進するため、令和６年１２月に緑の基本方針を策定し、市街地の緑被率を３割以上とす

る目標が掲げられた。さらに、化石エネルギー中心の産業構造・社会構造をクリーンエ

ネルギー中心へ転換する GX も急務である。このように様々な分野が一丸となって、カー

ボンニュートラルを実現し、持続可能な社会を構築する必要がある。この総力戦を展開

する上では、各分野の横断的な取り組みや連携を強化し、効率的・効果的に進めること

が重要である。 

 （１）カーボンニュートラルの実現を通じた持続可能な国土づくりを戦略的に進めるに当

たり、投入できる人員や予算に限りがあることを前提に、技術者としての立場で多面的

な観点から３つの課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示

せ。（※） 

 （※）解答の際には必ず観点を述べてから課題を示せ。 

 （２）前問（１）で抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に

対する複数の解決策を示せ。 

 （３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの

対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 （４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の

持続性の観点から必要となる要件・留意点を述べよ。 


